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熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
・
専
門
部
会　

報
告

（
令
和
四
年
一
月
～
一
二
月
）

Ⅰ　

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
報
告

令
和
三
年
度 

第
二
回 

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　

当
回
の
熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
飯
塚

好
委
員
長
と
の
協
議
の
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
症
を
め
ぐ
る
社
会
状
況
を
踏
ま
え
、
委
員
の
招
集
を
行
わ
ず
、

書
面
に
よ
る
審
議
と
し
た
。（
令
和
四
年
三
月
一
〇
日
付
け
で
、
通

知
、
資
料
等
を
各
委
員
宛
て
に
送
付
。）

【
概
要
】

○
審
議
内
容

　
〔
報
告
事
項
〕

　

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
資
料
（『
熊
谷
市
史
研
究�

第

一
四
号
』
の
抜
粋
原
稿
）
の
送
付
に
よ
り
報
告
に
代
え
た
。

①�

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
の
活
動
状
況
（
令
和
三
年
一
～
一
二

月
期
）

　

�　

令
和
二
年
度
の
会
議
（
令
和
三
年
三
月
二
二
日
開
催
）
及
び

同
三
年
度
第
一
回
の
会
議
（
令
和
三
年
一
一
月
二
四
日
開
催
）

の
概
要
に
関
す
る
も
の
。

②
各
専
門
部
会
の
活
動
状
況
（
同
前
）

　

�　

中
世
、
近
世
、
近
代
・
現
代
（
荻
野
吟
子
に
関
す
る
史
料
集

担
当
※
を
含
む
。）
及
び
仏
像
・
仏
画
の
各
専
門
部
会
の
活
動

（
調
査
、
会
議
等
）
の
概
要
に
関
す
る
も
の
。

　

※�

現
・
荻
野
吟
子
に
関
す
る
調
査
報
告
書
担
当

　
〔
審
査
事
項
〕

　

前
回
の
、
令
和
三
年
度
第
一
回
の
会
議
に
お
い
て
審
議
を
行
っ

た
熊
谷
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
諮
問
（「
熊
谷
市
史
編
さ
ん
に
つ
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い
て
（「
熊
谷
市
史
編
さ
ん
大
綱
」
の
改
定
に
つ
い
て
）」）
※
に
関

し
、
各
委
員
か
ら
特
段
の
異
議
等
が
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
飯
塚
委
員
長
と
協
議
の
上
、
事
務
局
に
お
い
て
作
成
し
た

答
申
案
（
主
旨
＝
「
熊
谷
市
史
編
さ
ん
大
綱
」
の
改
定
内
容
を
適

当
と
認
め
る
。）
及
び
こ
れ
に
関
す
る
承
認
の
可
否
等
の
記
入
様

式
を
送
付
し
、
当
該
様
式
へ
の
記
入
並
び
に
事
務
局
へ
の
返
送
を

依
頼
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
委
員
全
員
か
ら
承
認
の
意
が
示
さ
れ
た
た
め
、
こ

の
結
果
に
つ
い
て
の
委
員
長
へ
の
報
告
を
経
て
、
教
育
委
員
会
に

対
し
、
当
該
答
申
案
の
文
面
に
よ
り
答
申
を
行
う
こ
と
が
決
定
し

た
。
な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
令
和
四
年
三
月
二
九
日
付
け

で
、
各
委
員
宛
て
、
文
書
に
よ
り
報
告
を
行
っ
た
。

※��

諮
問
の
内
容
（
大
要
）
に
つ
い
て
は
、『
熊
谷
市
史
研
究�

第

一
四
号
』
一
一
二
～
一
一
三
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

令
和
四
年
度 

第
一
回 

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　

日
時　

令
和
四
年
一
一
月
二
三
日
（
水
・
祝
）
午
後
二
時
開
会

　

場
所　

熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館　

第
一
講
座
室

【
概
要
】

○
議　

事

　
〔
報
告
事
項
〕

　

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
っ
た
。

①
各
専
門
部
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

　

�　

初
め
に
、
本
年
度
（
令
和
四
年
度
。
以
下
、
本
稿
に
お
い
て

同
じ
。）、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
熊
谷
市
史
地
形
・
地
質
・
気

候
専
門
部
会
」（
専
門
委
員
（
部
会
長
）
＝
島
津
弘
・
立
正
大

学
地
球
環
境
科
学
部
教
授
）（
以
下
「
地
形
・
地
質
・
気
候
専

門
部
会
」）
に
関
す
る
紹
介
を
行
っ
た
後
、
こ
れ
を
含
む
各
専

門
部
会
が
、
本
年
度
、
こ
れ
ま
で
の
期
間
に
実
施
し
た
調
査
等

の
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
な
お
、
部
会
長
が

当
委
員
会
の
委
員
で
、
か
つ
、
今
回
の
会
議
に
出
席
し
て
い
る

専
門
部
会
（
近
世
、
近
代
・
現
代
（
荻
野
吟
子
に
関
す
る
調
査

報
告
書
担
当
に
係
る
も
の
を
除
く
。））
に
関
し
て
は
当
該
部
会

長
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
専
門
部
会
等
（
中
世
、
仏
像
・
仏
画
、

地
形
・
地
質
・
気
候
、
荻
野
吟
子
に
関
す
る
調
査
報
告
書
担
当
）

に
関
し
て
は
事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
た
。

②
事
務
局
（
市
史
編
さ
ん
室
）
の
活
動
に
つ
い
て

　

�　

本
年
度
、
こ
れ
ま
で
の
期
間
に
事
務
局
（
市
史
編
さ
ん
室
）

が
実
施
し
た
活
動
の
う
ち
、
古
文
書
や
学
校
資
料
等
の
調
査
を

中
心
に
報
告
を
行
っ
た
。
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③
本
年
度
刊
行
予
定
の
書
籍
に
つ
い
て

　
�　

本
年
度
に
刊
行
予
定
の
『
熊
谷
市
史�

調
査
報
告
書　

荻
野

吟
子
―
そ
の
歩
み
と
出
会
い
―
』（
以
下
「
荻
野
吟
子
に
関
す

る
調
査
報
告
書
」）
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
（
仕
様
、
構
成
、
特

長
等
）
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

※�　

主
な
質
疑
と
し
て
、
本
年
度
を
も
っ
て
閉
校
と
な
る
市
立
星

宮
小
学
校
に
お
け
る
学
校
資
料
調
査
の
状
況
に
関
す
る
も
の
、

荻
野
吟
子
に
関
す
る
調
査
報
告
書
の
記
載
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
関
係
の
確
認
に
関
す
る
も
の
等
が
あ
っ
た
。

　
〔
審
議
事
項
〕

　

熊
谷
市
教
育
委
員
会
か
ら
な
さ
れ
た
「
熊
谷
市
史
編
さ
ん
に
つ

い
て
（「
熊
谷
市
史
編
さ
ん
大
綱
」
の
改
定
に
つ
い
て
）」
の
諮
問

に
関
し
、
審
議
を
行
っ
た
。

　

事
務
局
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
当
該
諮
問
の
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
、
そ
の
後
、
質
疑
等
が
な
さ
れ
た
。

一�　

地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会
に
お
け
る
協
議
及
び
同
専
門

部
会
の
意
向
を
踏
ま
え
、
熊
谷
市
史
編
さ
ん
大
綱
（
以
下
「
大

綱
」）
中
の
刊
行
計
画
に
つ
い
て
、『
熊
谷
市
史�

別
編
３
』（
以

下
「
別
編
３
」）
の
「
編
名
」
及
び
「
担
当
部
会
」
の
欄
の
記
載

（「
自
然
編
１�

地
形
・
地
質
」、「
地
形
・
地
質
」）
の
そ
れ
ぞ
れ

の
末
尾
に
「
・
気
候
」
を
加
え
る
と
と
も
に
、「
範
囲
・
内
容
」

の
欄
の
記
載
に
も
「
気
候
」
を
加
え
、
併
せ
て
、
当
該
記
載
の

文
章
に
関
し
、
気
候
の
分
野
の
加
入
を
反
映
し
た
も
の
に
修
正

す
る
。

二�　

前
記
一
と
同
様
の
根
拠
に
よ
り
、
大
綱
中
の
年
次
計
画
に
つ

い
て
、別
編
３
の
「
編
名
」
の
欄
の
記
載
（「
自
然
編
１�

地
形
・

地
質
」）
の
末
尾
に
「
・
気
候
」
を
加
え
る
と
と
も
に
、
事
務

局
の
体
制
等
を
踏
ま
え
、
そ
の
刊
行
年
度
を
、
現
行
の
令
和
九

年
度
か
ら
同
八
年
度
に
移
行
す
る
。

　

審
議
の
結
果
、
前
記
の
諮
問
内
容
に
つ
い
て
異
議
等
は
な
く
、

次
回
の
会
議
に
お
い
て
、
こ
の
審
議
結
果
を
踏
ま
え
て
答
申
を
ま

と
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

※�　

主
な
質
疑
（
意
見
）
と
し
て
、
別
編
３
に
お
い
て
気
候
の
分

野
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
、
熊
谷
地
方
気
象
台
の
職

員
へ
の
編
集
委
員
の
委
嘱
に
関
す
る
提
案
等
が
あ
っ
た
。

�

（
文
責　

大
野　

幸
人
）
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Ⅱ　

専
門
部
会
活
動
報
告

一　

中
世
専
門
部
会

中
世
専
門
部
会
長　

高
橋　

修

　

当
専
門
部
会
は
、
平
成
二
四
年
度
に
『
熊
谷
市
史�

資
料
編
２�

古
代
・
中
世
』
を
、
同
三
〇
年
度
に
『
熊
谷
市
史�

通
史
編
上
巻�

原
始
・
古
代
・
中
世
』
を
刊
行
し
、『
熊
谷
市
史
』
本
編
に
つ
い
て

の
編
さ
ん
を
完
了
し
て
い
る
。
現
在
は
、『
調
査
報
告
書�

直
実
・

実
盛
伝
説
』
の
編
さ
ん
が
進
行
中
で
あ
る
。

　

ま
た
、
別
に
中
世
石
造
物
担
当
を
設
置
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
、

令
和
三
年
度
に
『
調
査
報
告
書�

中
世
の
石
造
物
』
を
刊
行
し
、
編

さ
ん
を
完
了
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
今
年
度
、
こ
の
本
に
関
す

る
講
座
が
開
催
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
場
で
報
告
す
る
。

１　

調
査
報
告
書
『
直
実
・
実
盛
伝
説
』

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
つ
き
、
今
年
度
も
、

期
間
中
に
会
議
等
を
開
催
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
従
来

決
定
し
て
い
た
方
針
に
従
っ
て
、
各
担
当
が
資
料
の
収
集
や
調
査

を
行
っ
た
。

２　

調
査
報
告
書
『
中
世
の
石
造
物
』

　

市
立
熊
谷
図
書
館
に
お
い
て
、「
熊
谷
の
中
世
石
造
物
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
郷
土
史
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。『
調
査
報
告
書�

中
世
の

石
造
物
』
を
テ
キ
ス
ト
に
、
執
筆
者
四
名
が
講
師
を
務
め
、
以
下

の
報
告
を
行
っ
た
。

・
五
月
二
四
日
（
火
）　

講
師　

磯
野　

治
司

　
「
熊
谷
の
板
碑
の
発
生
と
特
徴
」

・
五
月
三
一
日
（
火
）　

講
師　

野
口　

達
郎

　
「
中
世
石
造
物
の
来
歴
を
読
む
」

・
六
月　

七
日
（
火
）　

講
師　

伊
藤　

宏
之

　
「
銘
文
・
形
態
か
ら
見
る
中
世
石
造
物
」

・
六
月
一
四
日
（
火
）　

講
師　

栗
岡　

眞
理
子

　
「
宝
篋
印
塔
・
五
輪
塔
の
特
徴
に
つ
い
て
」
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二　

近
世
専
門
部
会

 

近
世
専
門
部
会
長　

北
村　

行
遠

　

近
世
専
門
部
会
で
は
、
令
和
四
年
は
『
熊
谷
市
史�

資
料
編
５

近
世
３
（
妻
沼
地
域
編
）』（
以
下
、『
資
料
編
５
』
と
い
う
。）
の

刊
行
を
行
い
、
ま
た
、『
熊
谷
市
史�

資
料
編
３�

近
世
１
（
熊
谷
地

域
編�

上
）』（
以
下
、『
資
料
編
３
』
と
い
う
。）
の
編
集
に
向
け
て

活
動
し
た
。

　

部
会
会
議
の
開
催
は
、
令
和
三
年
度
の
第
五
回
・
第
六
回
と
令

和
四
年
度
の
第
一
回
・
第
二
回
で
、
年
度
内
に
あ
と
一
回
の
会
議

を
予
定
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
各
会
議
の
前
に
は
、
近
世
編
（
三

巻
分
）
の
各
巻
を
担
当
す
る
編
集
委
員
（
巻
担
当
者
）
に
よ
る
打

ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
一
月
三
〇
日
、
一
〇
月
二
〇
日
、
一
一
月

二
九
日
の
計
三
回
で
あ
る
。

　

以
下
、
各
会
議
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

令
和
三
年
度�

第
五
回
専
門
部
会
会
議
（
令
和
四
年
一
月
一
〇
日
）

１�　
『
資
料
編
５
』
の
進
捗
状
況　

事
務
局
か
ら
編
集
状
況
の
報

告
が
あ
り
、
報
告
内
容
に
つ
い
て
各
章
の
担
当
者
に
よ
り
確
認

が
な
さ
れ
た
。

２�　
『
資
料
編
５
』
の
編
集
に
向
け
て　

人
権
分
野
担
当
の
編
集

委
員
か
ら
一
部
の
人
権
関
係
資
料
の
掲
載
に
つ
い
て
意
見
が
出

さ
れ
、
そ
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
掲
載
箇
所
を
検
討
し
た
。

令
和
三
年
度�

第
六
回
部
会
会
議
（
令
和
四
年
二
月
一
三
日
）

１�　
『
資
料
編
５
』
の
進
捗
状
況　

事
務
局
か
ら
編
集
状
況
の
報

告
が
あ
り
、
事
務
局
作
成
の
目
次
が
提
示
さ
れ
た
。

２�　
『
資
料
編
５
』
の
編
集
に
向
け
て　

凡
例
や
口
絵
の
並
び
順

な
ど
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
、
各
章
担
当
者
の
も
と
で
も
、
目

次
と
本
文
資
料
と
の
照
合
を
す
る
よ
う
に
依
頼
し
た
。
事
務
局

か
ら
は
、
人
権
関
係
の
資
料
掲
載
に
つ
い
て
の
許
可
手
順
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

令
和
四
年
度�

第
一
回
専
門
部
会
会
議
（
令
和
四
年
一
〇
月
二
三

日
）

１�　

事
務
局
報
告　

事
務
局
か
ら
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
古
文

書
調
査
に
つ
い
て
、
現
状
報
告
が
あ
っ
た
。

２�　
『
資
料
編
３
』
の
刊
行
に
向
け
て
の
計
画　
『
資
料
編
３
』
を

含
む
近
世
編
の
残
り
二
巻
（
熊
谷
地
域
編
）
の
刊
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
、
あ
わ
せ
て
「（
熊
谷
地
域
編
）」
の
書
名
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を
ど
う
す
る
か
検
討
し
た
。
ま
た
、
通
史
編
の
内
容
・
構
成
な

ど
を
立
案
し
て
も
ら
う
担
当
編
集
委
員
を
決
め
て
お
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
検
討
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

３�　
『
資
料
編
３
』
の
編
集
に
向
け
て　

担
当
者
か
ら
章
立
て
案

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
別
冊
付
録
の
候
補
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
行
っ
た
。

４�　

そ
の
他　

専
門
調
査
員
に
欠
員
が
あ
る
た
め
、
そ
の
補
充
を

す
べ
く
候
補
者
の
検
討
を
行
っ
た
。

令
和
四
年
度�

第
二
回
専
門
部
会
会
議
（
令
和
五
年
一
月
二
一
日
）

１�　

事
務
局
報
告　

事
務
局
か
ら
、
そ
の
後
の
古
文
書
調
査
に
つ

い
て
現
状
報
告
が
あ
っ
た
。

２�　
『
資
料
編
３
』
の
刊
行
に
向
け
て
の
計
画　

章
ご
と
の
掲
載

資
料
を
検
討
・
確
認
し
た
。
ま
た
今
後
、
掲
載
資
料
の
関
係
で

章
の
タ
イ
ト
ル
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
確
認
。
通
史

編
の
担
当
編
集
委
員
に
は
、
本
人
の
同
意
を
得
て
栗
原
専
門
調

査
員
に
お
願
い
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

３�　
『
資
料
編
３
』
の
編
集
に
向
け
て　

前
回
提
案
さ
れ
た
章
立

て
案
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
が
な
さ
れ
、
各
章
の
執
筆
担
当
者

の
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
原
稿
提
出
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
編

集
方
針
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
令
和
九
年
度
に
刊
行
予
定
の
三

巻
目
に
つ
い
て
も
、
早
め
に
着
手
し
、
計
画
的
に
編
集
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

４�　

そ
の
他　

新
規
の
専
門
調
査
員
の
追
加
に
つ
い
て
、
候
補
者

の
意
向
な
ど
の
経
過
報
告
が
あ
っ
た
。

三　

近
代
・
現
代
専
門
部
会

近
代
・
現
代
専
門
部
会
長　

老
川　

慶
喜

　　

近
代
・
現
代
専
門
部
会
で
は
、『
熊
谷
市
史�

資
料
編
６　

近
代
・

現
代
１�

熊
谷
地
域
編�

上
』（
以
下
、『
資
料
編
６
』
と
い
う
。）
及

び
『
熊
谷
市
史�

資
料
編
７　

近
代
・
現
代
２�

熊
谷
地
域
編�

下
』

（
以
下
、『
資
料
編
７
』と
い
う
。）の
刊
行
に
向
け
て
活
動
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
七
月
に
第
一
回
の
専
門
部
会
会
議
を
開
催
し
、
そ
の
後
、

十
月
に
『
資
料
編
７
』
の
担
当
者
会
議
を
開
催
し
た
。

　

ま
た
、
熊
谷
市
行
政
文
書
及
び
新
聞
記
事
、
市
立
熊
谷
図
書
館

所
蔵
資
料
な
ど
関
係
資
料
の
調
査
を
各
編
集
委
員
と
事
務
局
で
随

時
実
施
し
た
。
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令
和
四
年
度
第
一
回
近
代
・
現
代
専
門
部
会
会
議

（
令
和
四
年
七
月
一
八
日　

市
立
商
工
会
館
）

①
刊
行
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　

事
務
局
か
ら
、
各
巻
に
お
け
る
刊
行
ま
で
の
大
ま
か
な
流
れ
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

②
目
次
・
掲
載
資
料
リ
ス
ト
の
検
討
等
に
つ
い
て

　

掲
載
資
料
リ
ス
ト
の
様
式
を
確
認
し
、
次
回
の
専
門
部
会
会
議

（
た
だ
し
、『
資
料
編
７
』
該
当
部
分
に
つ
い
て
は
担
当
者
会
議
）

ま
で
に
各
編
集
委
員
が
検
討
し
、
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

③
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　
『
資
料
編
７
』
に
つ
い
て
は
、
刊
行
時
期
が
近
い
（
令
和
七
年
度

予
定
）
た
め
、
十
月
中
に
担
当
者
会
議
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
受

け
て
、
十
二
月
以
降
に
次
回
専
門
部
会
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
た
。

令
和
四
年
度
第
一
回
『
史
料
編
７
』
担
当
者
会
議

（
令
和
四
年
十
月
三
十
日　

妻
沼
展
示
館
）

　

掲
載
資
料
リ
ス
ト
を
も
と
に
、
各
編
集
委
員
か
ら
担
当
部
分
の

進
捗
状
況
を
説
明
し
、
不
明
点
な
ど
を
協
議
し
て
認
識
の
共
有
を

図
っ
た
。

荻
野
吟
子
調
査
報
告
書
担
当

　
『
熊
谷
市
史
調
査
報
告
書　

荻
野
吟
子�

―
そ
の
歩
み
と
出
会
い

―
』
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
三
月
の
刊
行
に
向
け
て
、
同
三
年

六
月
に
三
人
の
編
集
委
員
を
委
嘱
し
、
調
査
や
執
筆
、
校
正
等
の

作
業
を
進
め
て
い
る
。
刊
行
時
期
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
一
年
は
、
各
編
集
委
員
が
以
下
の
と
お
り
精
力
的
に
活
動
を

行
っ
た
。

１　

編
集
会
議
の
開
催

　

令
和
三
年
に
は
、
計
五
回
の
編
集
会
議
を
開
催
し
た
が
、
本
年

は
、
計
六
回
の
編
集
会
議
を
開
催
し
た
。『
調
査
報
告
書
』
全
体

の
構
成
か
ら
個
々
の
史
料
の
解
釈
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
に
つ
い

て
活
発
な
協
議
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
会
議
は
、
す
べ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
り
実
施
し
た
。

⑴　

第
六
回
編
集
会
議　
（
令
和
四
年
一
月
二
五
日
）

⑵　

第
七
回
編
集
会
議　
（
令
和
四
年
三
月
一
二
日
）

⑶　

第
八
回
編
集
会
議　
（
令
和
四
年
四
月
一
八
日
）

⑷　

第
九
回
編
集
会
議　
（
令
和
四
年
六
月
一
三
日
）

⑸　

第
一
〇
回
編
集
会
議
（
令
和
四
年
八
月
一
二
日
）

⑹　

第
一
一
回
編
集
会
議
（
令
和
四
年
一
〇
月
一
七
日
）
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２　

調
査
の
実
施

　

刊
行
に
向
け
て
、
各
編
集
委
員
が
調
査
を
行
っ
た
ほ
か
、
七
月

三
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
は
、
尾
崎
泰
弘
、
林
美
枝
子
、
広
瀬
玲

子
の
三
人
の
特
別
調
査
員
及
び
事
務
局
（
市
史
編
さ
ん
室
）
の
蛭

間
で
、
北
海
道
久
遠
郡
せ
た
な
町
及
び
瀬
棚
郡
今
金
町
で
の
調
査

を
実
施
し
た
（
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
一
二
七
ペ
ー
ジ
の
調

査
報
告
参
照
）。

３　
『
調
査
報
告
書
』
の
体
裁
等
に
つ
い
て

　

書
籍
の
体
裁
・
構
成
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

Ａ
４
判
、
四
二
〇
ペ
ー
ジ
（
巻
頭
カ
ラ
ー
写
真　

八
ペ
ー
ジ
）

⑴　

解
説

⑵　

史
料
集

⑶　

写
真

⑷　

人
物
・
団
体
・
出
典
解
説

⑸　

地
図
・
系
図
・
年
表

４　
『
調
査
報
告
書
』
編
集
の
進
捗
に
つ
い
て

　

各
執
筆
者
は
、
史
料
集
及
び
人
物
・
団
体
・
出
典
解
説
に
つ
い

て
は
四
月
頃
ま
で
に
、
解
説
に
つ
い
て
は
六
月
頃
ま
で
に
原
稿
を

作
成
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
編
集
会
議
等
で
協
議
を
重
ね
、
そ
の
修

正
版
を
完
成
さ
せ
入
稿
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
に
つ
い
て
、

二
～
三
回
の
校
正
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
間
に
新
た
に
発
見
さ
れ

た
史
料
や
調
査
成
果
等
に
つ
い
て
も
、
原
則
と
し
て
報
告
書
に
反

映
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
が
原
稿
を
作
成

し
、
編
集
委
員
が
確
認
を
行
っ
た
。
令
和
五
年
一
月
現
在
、
各
編

集
委
員
が
最
終
校
正
を
行
い
、
事
務
局
が
詰
め
の
編
集
作
業
を

行
っ
て
い
る
。

四　

地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会

 

地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会
長　

島
津　

弘

　

当
専
門
部
会
は
、
現
在
、
編
さ
ん
事
業
を
行
っ
て
い
る
『
熊
谷

市
史
』
中
の
「
別
編
３　

自
然
編
１�

地
形
・
地
質
」
の
刊
行
に
向

け
、
そ
の
編
集
を
担
当
す
る
専
門
部
会
と
し
て
、
今
年
度
、
新
た

に
設
置
さ
れ
た
。

　

去
る
令
和
四
年
一
〇
月
一
三
日
に
初
回
の
会
議
を
開
催
し
、
仮

称
と
し
て
い
た
専
門
部
会
の
正
規
の
名
称
（
以
下
「
専
門
部
会
名
」
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と
い
う
。）
や
前
記
の
編
集
担
当
書
籍
の
書
名
（
以
下
「
担
当
書

籍
名
」
と
い
う
。）
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。（
詳
細
は
後
述
）

　

な
お
、
所
属
す
る
編
集
委
員
は
、
次
の
五
名
で
あ
る
。

・
専
門
委
員
（
部
会
長
）〔
令
和
四
年
六
月
一
日
委
嘱
〕

　

島
津　
　

弘
（
立
正
大
学
地
球
環
境
科
学
部
教
授
）

・�

専
門
調
査
員
〔
令
和
四
年
九
月
一
日
委
嘱
〕�（
五
十
音
順
・
敬
称

略
）

　

井
上　

素
子
（
埼
玉
県
立
自
然
の
博
物
館
学
芸
主
幹
）

　

北
沢　

俊
幸
（
立
正
大
学
地
球
環
境
科
学
部
准
教
授
）

　

八
戸　

昭
一
（�

埼
玉
県
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
推
進
室

長
）

　

渡
来　
　

靖
（
立
正
大
学
地
球
環
境
科
学
部
教
授
）

令
和
四
年
度
第
一
回
（
仮
称
）
地
形
・
地
質
専
門
部
会
会
議

�

（
令
和
四
年
一
〇
月
一
三
日
、
熊
谷
市
立
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

　

五
名
の
編
集
委
員
全
員
の
出
席
の
下
、
前
記
の
と
お
り
初
回
の

会
議
を
開
催
し
た
。

　

初
め
に
、
専
門
調
査
員
四
名
に
対
し
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た

（
部
会
長
に
つ
い
て
は
、
同
四
名
に
先
立
ち
委
嘱
が
な
さ
れ
た
た
め

既
に
交
付
済
み
）
後
、
議
事
に
入
り
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
協

議
し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
記
載
の
と
お
り
決
定
し
た
。

①�

専
門
部
会
名
及
び
担
当
書
籍
名
に
つ
い
て

　

専
門
部
会
名
に
つ
い
て
、「
地
形
・
地
質
」
に
加
え
、
熊
谷

市
の
特
徴
と
し
て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
「
気
候
」
の
分
野

を
取
り
上
げ
る
必
要
性
か
ら
、「
地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部

会
」
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
担
当
書
籍
名
に
つ
い
て
は
、
専
門
部
会
名
に
関
す
る

議
論
を
踏
ま
え
、
当
専
門
部
会
の
意
向
と
し
て
※
、「
別
編
３　

自
然
編
１�

地
形
・
地
質
・
気
候
」
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

②�

編
集
担
当
書
籍
の
刊
行
年
度
に
つ
い
て

　

前
記
の
編
集
担
当
書
籍
に
つ
い
て
、
現
行
の
「
熊
谷
市
史
編

さ
ん
大
綱
」
中
の
年
次
計
画
で
は
、
そ
の
刊
行
年
度
を
令
和
九

年
度
と
し
て
い
る
が
、
同
年
度
に
は
、「
資
料
編
４　

近
世
２�

熊
谷
地
域
編�

下
」
の
刊
行
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
事
務
局
の
対

応
態
勢
等
の
観
点
か
ら
令
和
八
年
度
へ
移
行
す
る
案
が
示
さ
れ

※
、
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

※�　

こ
の
意
向
及
び
案
を
踏
ま
え
、
熊
谷
市
教
育
委
員
会
が
熊
谷
市
史
編
さ
ん

委
員
会
（
附
属
機
関
）
に
当
該
書
籍
名
及
び
刊
行
年
度
の
変
更
を
含
む
熊
谷

市
史
編
さ
ん
大
綱
の
改
定
に
つ
い
て
諮
問
し
、
そ
れ
に
対
す
る
同
委
員
会
か

ら
の
答
申
を
受
け
た
後
、
同
教
育
委
員
会
の
議
決
が
得
ら
れ
た
場
合
に
正
式

に
決
定
さ
れ
る
。
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③�
編
集
担
当
書
籍
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
内
容
に
つ
い
て

　

編
集
担
当
書
籍
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
内
容
に
関
し
、
参
考

と
し
て
県
内
の
他
の
自
治
体
に
お
け
る
目
次
の
例
に
つ
い
て
概

観
し
、
各
編
集
委
員
に
対
し
検
討
を
依
頼
し
た
。

④�

次
回
の
会
議
に
つ
い
て

　

次
回
の
会
議
に
つ
い
て
、
令
和
五
年
の
二
月
頃
を
目
途
に
調

整
を
行
い
、
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

五　

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会

仏
像
調
査
専
門
部
会
長　

林　

宏
一

１　

仏
像
・
仏
画
悉
皆
調
査

　

平
成
二
四
年
度
か
ら
調
査
を
開
始
し
、
令
和
四
年
度
は
一
一
年

目
と
な
る
。

　

本
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
影
響
に
よ
り
、

当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
二
月
、
三
月
、
七
月
の
調
査
が
中
止
と
な
っ

た
が
、
そ
の
後
は
順
調
に
調
査
が
進
み
、一
三
地
点
の
調
査
を
行
っ

た
。

　

調
査
内
容
は
、
仏
像
等
の
写
真
撮
影
や
寸
法
・
形
状
・
材
質
等

を
記
し
た
調
査
カ
ー
ド
の
作
成
等
で
あ
る
。
こ
の
一
年
間
で

二
〇
〇
点
超
の
仏
像
・
仏
画
等
の
調
査
を
終
え
た
。
こ
れ
ま
で
の

累
計
で
は
、
三
、八
〇
〇
点
超
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

令
和
四
年
に
実
施
し
た
調
査
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１　

永
井
太
田
個
人
持
堂
庵
（
四
月
二
二
日
）

２　

中
奈
良
明
和
館
（
明
戸
集
会
所
）（
四
月
二
二
日
）

３　

西
別
府
安
楽
寺
（
五
月
三
〇
日
）

４　

西
別
府
九
品
仏
堂
（
五
月
三
〇
日
）

５　

西
別
府
薬
師
堂
（
六
月
二
八
日
）

６　

玉
井
椚
集
会
所
（
六
月
二
八
日
）

７　

須
賀
広
釈
迦
寺
（
九
月
一
二
日
）

８　

中
奈
良
大
江
指
地
蔵
尊
（
一
〇
月
二
四
日
）

９　

中
奈
良
馬
場
集
会
所
（
一
〇
月
二
四
日
）

10　

池
上
梅
岩
院
（
一
〇
月
二
四
日
）

11　

西
別
府
観
音
堂
（
一
一
月
二
九
日
）

12　

川
原
明
戸
明
道
寺
（
一
一
月
二
九
日
）

13　

万
吉
見
性
院
（
一
二
月
一
二
日
）

　

最
後
に
、
所
蔵
者
、
自
治
会
関
係
者
等
の
多
大
な
る
御
協
力
に

対
し
て
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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２　
「
調
査
報
告
書�

仏
像
・
仏
画
２
」
の
編
集

　
「
調
査
報
告
書�

仏
像
・
仏
画
」
に
つ
い
て
は
、
全
三
巻
の
刊
行

を
予
定
し
て
お
り
、
す
で
に
令
和
元
年
度
に
第
一
巻
目
を
刊
行
し

た
が
、
第
二
巻
目
の
報
告
書
の
刊
行
に
向
け
、
次
の
二
回
の
編
集

会
議
を
行
っ
た
。

１　

令
和
三
年
度
第
二
回
編
集
会
議　

二
月
二
二
日

　

場
所　

妻
沼
中
央
公
民
館

２　

令
和
三
年
度
第
三
回
編
集
会
議　

三
月
二
八
日

　

場
所　

妻
沼
中
央
公
民
館


